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○鳥取市地域振興会議条例 

平成２６年９月２９日 

鳥取市条例第２６号 

（設置） 

第１条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１３８条の４第３項の規定に基づき、地域振興

会議（以下「振興会議」という。）を置く。 

（名称及び対象区域） 

第２条 振興会議の名称及びその対象区域は、次のとおりとする。 

名称 対象区域 

国府地域振興会議 合併前の岩美郡国府町の区域 

福部地域振興会議 合併前の岩美郡福部村の区域 

河原地域振興会議 合併前の八頭郡河原町の区域 

用瀬地域振興会議 合併前の八頭郡用瀬町の区域 

佐治地域振興会議 合併前の八頭郡佐治村の区域 

気高地域振興会議 合併前の気高郡気高町の区域 

鹿野地域振興会議 合併前の気高郡鹿野町の区域 

青谷地域振興会議 合併前の気高郡青谷町の区域 

２ 前項の表において「合併前」とは、「平成１６年１０月３１日現在」をいう。 

（所掌事務） 

第３条 振興会議は、次に掲げる事務を所掌する。 

（１） 本市の一体的な発展に資する対象区域の振興に関する事項について、市長の諮問に応じ、

審議し、答申すること。 

（２） 対象区域の振興に関する事項について、調査及び審議をすること。 

（３） 前２号に定める事項について、市長に意見を述べること。 

２ 振興会議は、前項に定める事項について答申し、又は意見を述べるに当たっては、対象区域の

住民の意向把握に努めるものとする。 
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（組織） 

第４条 振興会議は、それぞれ委員１２人以内で組織する。 

２ 委員は、対象区域に住所を有する者若しくは勤務している者又はこれらに準じる者（対象区域

の出身者等をいう。）であって、次の各号に掲げるもののうちから、市長が委嘱する。 

（１） 自治会、まちづくり協議会等の役員の職にある者 

（２） 学識経験を有する者 

（３） 公募により選任された者 

（任期） 

第５条 委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員を生じた場合における補欠委員

の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会長及び副会長） 

第６条 振興会議に会長及び副会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、会務を総理し、振興会議を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を行う。 

（会議） 

第７条 振興会議の会議（以下「会議」という。）は、次の各号に掲げる場合に会長が招集する。 

（１） 市長又は会長が必要と認めるとき。 

（２） 委員の４分の１以上の者から招集の請求があるとき。 

２ 会長は、会議の議長となる。 

３ 会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

４ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

５ 会議は、公開とする。ただし、議長が必要と認める場合は、会議に諮ったうえで公開しないこ

とができる。 

６ 市長又は振興会議の会長が必要と認めるときは、各振興会議の意見の調整及び協議のため、各

振興会議による合同の会議を開催することができる。 

（委員以外の者の会議への出席等） 

第８条 振興会議は、必要があると認めるときは、当該振興会議の委員以外の者に対し、会議への
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出席を求め、必要な説明若しくは意見を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

（答申及び意見の尊重） 

第９条 市長は、振興会議の答申及び意見を尊重し、本市の一体的な発展及び対象区域の振興に努

めるものとする。 

（議会に対する報告） 

第１０条 市長は、第３条第１項第３号の規定に基づき述べられた意見について、必要と認めたと

きは、これを議会に報告するものとする。 

（設置期間） 

第１１条 振興会議の設置期間は、平成２７年４月１日から平成３７年３月３１日までとする。 

（庶務） 

第１２条 振興会議の庶務は、各総合支所の地域振興課において処理する。 

（委任） 

第１３条 この条例に定めるもののほか、振興会議の運営に関し必要な事項は、振興会議が別に定

める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２７年４月１日から施行する。ただし、次項の規定は、公布の日から施行す

る。 

（準備行為） 

２ この条例の施行後最初に委嘱される振興会議の委員の選任のための手続きその他この条例を

施行するために必要な準備行為は、この条例の施行前においても行うことができる。 

（この条例の失効） 

３ この条例は、平成３７年３月３１日限り、その効力を失う。 
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令和３年度　地域振興会議開催スケジュール

上旬 中旬 下旬

４月

中止

5月

5/19

6月

7月

7/14

8月 会長会

8/20

9月

10月

10/23

11月

11/24

12月

1月

1/27

2月 会長会

2/21

3月

３/中旬　敬老会

前年度
開催日

第１回地域振興会議

6/中旬 鳥取砂丘トライアスロン大会
（中止）

7/下旬　多鯰池いかだレース

第４回地域振興会議

10/31らっきょう花マラソン

東部地域合同地域振興会議・
第５回地域振興会議

第２回地域振興会議

11月上旬　公民館祭り
11月下旬　アイデア館祭

5/下旬　らっきょう初出荷

月
地域振興会議開催時期

福部地域の行事

4/11鳥取砂丘一斉清掃

第３回地域振興会議

第６回地域振興会議
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公営住宅の維持管理

公園緑地及び景観形成

浄化槽設置整備補助

商工業・観光の振興

防犯及び防災対策

印鑑登録及び証明

民生委員・児童委員

後期高齢者医療

結核その他感染症

主任：田中俊行

農業委員会事務の受付等

市道管理及び道路除雪

道路占用許可

農業基盤整備

道路・橋梁・河川の維持修繕

災害復旧

地産・地消・特産品の奨励

農林水産業の振興

主事〈任期付〉：入江淳子

主事〈任期付〉：川部亜澄

非常勤：山本あおい

建築基準法に基づく各種申請

開発行為、都市計画及び土地
利用

日本型直接支払事業

農産物加工施設の管理

有害鳥獣駆除

主任：瀬田将誉 主任：林学

主事：蔵密総一郎 保健師：中原聖子 主任：村田渉
主任（併任・再任用）：谷岡節勇 主事：田村麻瑠（育休） 主任（再任用）：西本弘之

地区公民館

交通対策

課長補佐：河本秀樹 主幹：中原厚 主幹：高濱弘

出納事務 食生活改善 主事：丸尾光汰　(非常勤)

移住定住対策 幼稚園に関すること

主任：出井保子　(非常勤）

統計調査 男女共同参画の推進 健康増進 主事：山根敬子　(非常勤)

精神障害者福祉

児童虐待の予防・支
援地域イベント

公害防止及び自然保
護ＣＡＴＶ及び情報化

国内・国際交流の推
進

人権施策推進及び同
和対策事業

墓地

業務内容
交通安全及び交通災
害

一般廃棄物 予防接種 生涯学習活動の推進

ネズミ及び衛生害虫
の駆除

母子・成人・歯科保健
・

コミュニティ活動の推
進文化振興

埋火葬許可

広報・広聴 公的個人認証サービ
ス

国民年金及び国民健
康保険コミュニティ（自治組

織・ＮＰＯ）振興

普通財産及び行政財
産の管理

被爆者健康手帳の進
達及び交付転出入・転居及び外

国人登録

谷岡陽一(非常勤)

地区公民館
地籍調査及び官民境
界立会

行旅病人及び行旅死
亡人

主任（再任用）：谷岡節勇

徴収 生活保護 主事（併任）：蔵密総一郎

危機管理・災害救助 戸籍及び住民基本台
帳

戦傷病者、戦没者遺
族等の援護

非常勤：村田和代
選挙事務

公民館まつり・むらづ
くり課税・所得・納税証明 母子・父子・寡婦福祉

非常備消防及び消防
水利

固定資産税、都市計
画税及び特別土地保
有税

障害者福祉

情報公開及び個人情
報保護

特別医療 河川及び道路新設改良

支所の総合調整及び
庶務

市県民税・その他税
の申告

高齢者福祉及び介護
保険

文化財

高齢者教室

地域振興会議の運営
事務

原付・小型特殊自動
車の標識交付

児童福祉及び保育所
の入所

読書普及事業

　湯谷順子 　　　　　森昌彦

レクリエーションの指
導奨励

業務内容 業務内容 業務内容 学校給食

大島義典
(地域振興課長兼務)角野　浩重

業務内容

コミュニティｾﾝﾀｰ運
営、管理

　 社会教育団体及び体
育団体の育成指導               角野　浩重

 （副支所長、福部分室長兼務）

病害虫対策及び家畜の伝染病
予防

生涯学習の推進

青少年の育成

                   《福部町総合支所組織図及び担当業務》 R3.4.1

総　 合　 支　 所

　 平戸伊寿美支 所 長

副 支 所 長

地域振興課 市民福祉課 産業建設課

課長 課長

分室長

課長

館長
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福部地域
（単位：千円）

No 課　名 事　　業　　名 本年度 前年度 増減 説　　　明

1 財産経営課 国土調査事業 6,473 7,060 △587 調査地区　栗谷の一部

2 財産経営課 総合支所整備事
業 0 277,310 △277,310

3 地域振興課 人材誘致・定住
促進対策事業費 950 300 650 お試し定住体験事業費、空き家運営経費

4 協働推進課 町内集会所建設
等補助金 0 803 △803

5 長寿社会課 社会福祉施設改
修事業費 27,470 8,840 18,630

福部町ほっとスイミング
プール屋上防水改修工事、
床シート修繕、福部砂丘温
泉ふれあい会館ロビー排煙

6
観光・ジオ
パーク推進
課

砂の美術館管理
運営費 34,704 72,487 △37,783 砂の美術館の適正な維持管理に要する経費

7
観光・ジオ
パーク推進
課

鳥取砂丘西側整
備事業費 1,403 0 1,403

鳥取砂丘の滞在環境を上質
化を目的に柳茶屋キャンプ
場の整備に必要な測量調査
を実施する経費。

8
観光・ジオ
パーク推進
課

鳥取砂丘イ
リュージョン開
催補助金

7,500 7,500 0

冬の鳥取砂丘のイベントと
して主要な観光資源のひと
つとなっている鳥取砂丘イ
リュージョンの開催補助金

9 農政企画課 農産物加工セン
ター管理運営費 988 1,299 △311 アイデア館の施設管理経費

10 農政企画課 野生鳥獣被害防
止事業費 7,738 3,793 3,945 進入防止柵設置に対する支援等

11 林務水産課 森林病害虫防除
事業費 6,421 10,356 △3,935

砂丘海岸の枯れ松の伐採、
松くい虫等の被害予防に係
る経費

12 林務水産課 林道維持管理事
業費 500 528 △28 林道の舗装、路肩修繕、除草等維持経費

13 林務水産課 漁港施設維持管
理事業 7,410 5,793 1,617 岩戸漁港の管理経費

14 林務水産課 漁港施設機能保
全事業費 0 5,116 △5,116

15 林務水産課 漁港海岸漂着物
処理事業費 236 2,113 △1,877 岩戸漁港海岸への漂着物除去に係る経費

16 農村整備課 環境保全型農業
直接支払交付金 318 318 0 環境保全に効果の高い営農活動への支援

17 農村整備課 中山間地域等直
接支払交付金 2,764 3,187 △423

中山間地域の耕作放棄を防
止し、農業環境の保全を行
う活動に対する支援

18 農村整備課 多面的機能支払
事業費 6,344 6,347 △3

農地、水路等の日常管理と
農村環境の向上のための共
同活動及び施設長寿命化に
対する支援

令和３年度主な地域別事業一覧表
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福部地域
（単位：千円）

No 課　名 事　　業　　名 本年度 前年度 増減 説　　　明

令和３年度主な地域別事業一覧表

19 交通政策課
公共交通空白地
有償運送支援事
業費

5,481 4,474 1,007 福部循環バス（社会福祉協議会）運行補助

20 都市環境課 河川維持管理費 1,015 1,015 0 河川浚渫業務（江川）

21 都市環境課 治水対策事業 1,073 1,118 △45 江川藻刈機操作運転業務、排水ポンプ車運転業務等

22 都市環境課 公園管理費 5,362 5,382 △20 オアシス広場管理費

23 道路課 道路管理費 6,888 11,202 △4,314 道路施設管理緊急補修他

24 道路課 一般道補修費 1,500 0 1,500 一般道路補修工事他

25 道路課 交通安全施設事
業工事費 1,202 934 268 カーブミラー、ガードレール等の交通安全施設修繕

26 教育総務課 大規模改造事業
費（小学校） 23,317 6,686 16,631 福部未来学園の外構工事費（駐車場整備）

27 生涯学習・スポーツ課

サイクリング
ターミナル運営
管理費等

0 12,959 △12,959

28 福部町地域振興課
福部地域活性化
推進事業費 193 72 121 福部地域活性化に要する事業経費

29 福部町地域振興課 総合支所統括費 147 147 0 支所長経費（旅費等）

30 福部町地域振興課

生涯学習推進事
業費（福部町教
育委員会分室）

580 585 △5

福部町公民館祭の開催経費
及び青少年健全育成を目的
としたチャレンジスクール
開催経費

31 福部町地域振興課

鳥取砂丘らっ
きょう花マラソ
ン開催費

3,216 3,216 0 「鳥取砂丘らっきょう花マラソン大会」開催補助

32 福部町産業建設課

らっきょう生産
振興大会助成事
業

171 171 0 「らっきょう生産振興大会」開催補助

合　　　計 161,364 461,111 △299,747
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福部町のまちづくり構想実施計画　進捗状況（Ｒ２年度末現在）

No
柱-施
策-細
施策

細施策 記
号

誰が（誰
と） （誰と） いつま

でに 何をやる 達成目標
指数 実施状況 実施

状況

1 1(1)②
道の駅等と
併せた要望
活動の拡充

ア 福部地域
振興会議

令和元
年度

道の駅「きなんせ岩美」
「西いなば気楽里」を視
察する。

視察回
数：1回
以上

福部地域振興会議で「きなんせ岩美」「西いなば気楽里」を視察
（R1.11.22）。 完了

2 1(1)①
道の駅等と
併せた要望
活動の拡充

イ 福部地域
振興会議

（国府地
域振興会
議）

令和2年
度

国府地域振興会議と意見
交換を行う。（新ＩＣ要
望）

開催回
数：1回
以上

令和元年度は各地域振興会議、イベント等の連携について研究を行
い、令和2年度に意見交換を行うこととした。岩美広域農道を活用し
た地域振興策について、岩美町、国府支所、福部支所の事務担当者
で意見交換を実施。道路の認知度が低いためロードマップを作成し
認知度を高める案とした。その後、事務局でロードマップ（案）を
作成し、東部合同地域振興会議（R2.10.23開催）で審議。案の内容
に対する意見はあったが、作成することについては了承を得た。２
月の地域振興会議で修正案を審議し、令和3年度にマップの作成を行
う予定。

完了

3 1(1)①
道の駅等と
併せた要望
活動の拡充

ウ 福部地域
振興会議

令和2年
度

先進地視察を行う。（新
ＩＣ要望）

視察回
数：1回
以上

福部町の中心部にある福部駅を活用した地域活性化策の検討材料と
するため、1R2.11.24に地域振興会議委員８名と事務局スタッフで若
桜駅、隼駅、恋山形駅を視察。若桜駅については若桜鉄道、若桜町
役場職員と意見交換を行った。また、R2.12.10には事務局スタッフ
が隼駅を守る会を訪問し、取り組み内容について聞き取りを行っ
た。

完了

4 1(2)①
道の駅等と
併せた要望
活動の拡充

エ 福部地域
振興会議

（交通安
全協会福
部支部）

令和3年
度

交通安全協会福部支部と
連携して駟馳山峠で街頭
啓発を実施する。（新Ｉ
Ｃ要望）

啓発回
数：1回
以上

5 1(1)①

観光振興及
び交通渋滞
解消の効果
検証

ア 福部町地
域振興課

（ 国 府地
域 振 興会
議）

令和2年
度

きなんせ岩美→岩美広域
農道→因幡万葉歴史館を
つなぐイベントについて
国府地域振興会議と意見
交換をする。

開催回
数：1回
以上

令和元年度は各地域振興会議、イベント等の連携について研究を行
い、令和2年度に意見交換を行うこととした。岩美広域農道を活用し
た地域振興策について、岩美町、国府支所、福部支所の事務担当者
で意見交換を実施。道路の認知度が低いためロードマップを作成し
認知度を高める案とした。その後、事務局でロードマップ（案）を
作成し、東部合同地域振興会議（R2.10.23開催）で審議。案の内容
に対する意見はあったが、作成することについては了承を得た。２
月の地域振興会議で修正案を審議し、令和3年度にマップの作成を行
う予定。

完了

6 1(1)①

観光振興及
び交通渋滞
解消の効果
検証

イ 福部地域
振興会議

（ 砂 丘の
ア ク ティ
ビ テ ィ事
業者）

令和2年
度

砂丘のアクティビティ事
業者と情報交換のための
会議を開催する。

開催回
数：1回
以上

新型コロナウィルスの影響で砂丘を訪れる観光客も大幅に減少して
おり、今後の観光あり方についてしばらく検討が必要であると判断
し、実施時期を令和3年度に変更する。

7 1(2)②

観光振興及
び交通渋滞
解消の効果
検証

ウ 福部地域
振興会議

（福部町
地域振興
課）

令和3年
度

きなんせ岩美、鶏岩(蔵
見)、美歎牧場、因幡万葉
歴史館などでスタンプラ
リー(徒歩＆バス)を検討
する。

検討回
数：1回
以上

8 1(2)②

観光振興及
び交通渋滞
解消の効果
検証

エ
観光・ジ
オパーク
推進課

令和3年
度

砂の美術館で渋滞対策の
アンケート調査を実施す
る。

調査回
数：1回
以上

9 2(1)①

観光振興及
び交通渋滞
解消の効果
検証

オ
観光・ジ
オパーク
推進課

令和3年
度

砂丘周辺道路で一方通行
化を検討する。

検討回
数：1回
以上

10 1(1)②

インター
チェンジと
併せた要望
活動の拡充

ア 福部地域振
興会議

（町内の関
係団体）

令和2年
度

会議に本課や町内の関係団
体を招き意見交換する。

招聘回
数：1回以
上

11 2(1)①

インター
チェンジと
併せた要望
活動の拡充

イ 福部町地域
振興課

（消防団福
部地区団）

令和3年
度

ふれあい会館で観光客対象
の防災訓練を実施する。

実施回
数：1回以
上

12 1(1)②

周辺観光地
への誘客・
案内効果の
検証

ア 福部地域
振興会議

（福部町
地域振興
課）

令和2年
度

道の駅「きなんせ岩美」
などで、鳥取砂丘への経
路についてのアンケート
調査等を検討する。

検討回
数：1回
以上

令和３年度のアンケート調査実施に向け、アンケート原案作成。新
型コロナウィルスの影響で観光客が減少しているため、収束時に道
の駅「きなんせ岩美」でアンケート調査を実施予定。

完了

13 2(1)①

周辺観光地
への誘客・
案内効果の
検証

イ 福部地域
振興会議

（福部町
地域振興
課）

令和3年
度

道の駅「きなんせ岩美」
などで、鳥取砂丘への経
路についてのアンケート
調査等を実施する。（総
合政策調査委託事業など
の活用）

調査回
数：1回
以上

9
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14 2(1)①

砂丘らっ
きょうや梨
等販売店舗
の充実

ア 福部町地
域振興課

令和元
年度

総合支所ホールに砂丘
らっきょうや梨等のタペ
ストリーを設置する。

設置 タペストリーを10枚製作し、支所の１階に掲示。 完了

15 2(1)②

砂丘らっ
きょうや梨
等販売店舗
の充実

イ

鳥取砂丘
らっきょ
う花マラ
ソン大会
実行委員
会

令和元
年度
以降毎
年度

鳥取砂丘らっきょう花マ
ラソン大会会場にらっ
きょうや梨、加工品など
の販売ブースを設け販売
する。

毎年実施
鳥取砂丘らっきょう花マラソン大会（R1.10.27開催）に、らっきょ
う、加工品、野菜、コーヒー、パン、から揚げ販売等、１０店舗に
出店してもらい大会を盛り上げた。

完了

16 1(1)②

砂丘らっ
きょうや梨
等販売店舗
の充実

ウ

未来へつ
なぐらっ
きょう将
来ビジョ
ン研究会

（らっ
きょう女
子会）

令和2年
度

らっきょうの自動販売機
設置に向け、商品開発や
財源等を検討する。

方針を決
定する

検討を重ね、県のクラウドファンディング型ふるさと納税を活用
し、砂丘ビジターセンターに設置する案とし、設置場所について環
境省と協議したが、「収益事業に制限があるため」困難との回答で
あった。現在、他の場所で検討中。また、新型コロナウィルスの影
響で自動販売機の受注が増加しており、年度内の納品が困難なこと
もあり、令和3年度も継続検討とする。

17 2(1)②

砂丘らっ
きょうや梨
等販売店舗
の充実

エ

未来へつ
なぐらっ
きょう将
来ビジョ
ン研究会

（らっ
きょう女
子会）

令和3年
度

らっきょうの自動販売機
対応商品を開発し、町内
に自動販売機を設置す
る。

設置場
所：町内
に1カ所
以上

18 1(1)②

福部町中心
部と道の駅
等の一体化
を想定した
経済効果の
検証

ア
福部まち
づくり協
議会

令和2年
度

県交差点から駅前交差点
までの県道のロードコン
セプト、実施方法を検討
する。

コンセプ
ト、実施
方法決定

ロードコンセプトは「緑化運動の一環として、花づくり運動を推進
する」とし、令和2年6月にアジサイの補植作業（挿し木）とロード
の除草、令和2年11月にアジサイの補植作業を実施した。

完了

19 2(2)①

福部町中心
部と道の駅
等の一体化
を想定した
経済効果の
検証

イ
福部まち
づくり協
議会

令和3年
度

決定したロードコンセプ
トを実施する。

コンセプ
ト実施

20 2(2)①

福部町中心
部と道の駅
等の一体化
を想定した
経済効果の
検証

ウ
福部まち
づくり協
議会

令和3年
度

県交差点から駅前交差点
までの県道に愛称を募集
する（フラワーロード＆
あいさつロード）。

募集

21 2(2)①
店舗の誘
致、新たな
起業の促進

ア 福部町分
室

（福部未
来学園Ｐ
ＴＡ）

令和2年
度

旧福部中学校の空き教室
の利活用について地域住
民・団体を対象とする勉
強会を立ち上げる。

開催回
数：1回
以上

Ｒ元年度に学校教育課、福部未来学園で旧中学校舎の利活用につい
て協議を行った。福部未来学園敷地内の建物は用途上不可分で（建
物が繋がっていなくても同様）、用途は学校施設のため、普通財産
への変更が不可能で、よって民間事業者への貸し出しも不可能とい
う結論となた。
【活用方法】
① 教室棟（南側）は文化財課が保管室として使用。
②管理棟（北側）の１階は未来学園の倉庫、２階の一部を学校支援
組織が使用。

完了

22 3(1)①
店舗の誘
致、新たな
起業の促進

イ 福部地域
振興会議

令和2年
度

コミュニティセンターの
跡地利用策について検討
を行う。

検討会：
1回以上 跡地利活用策について支所内で検討中。

23 2(2)①
店舗の誘
致、新たな
起業の促進

ウ アイデア
館

（岩戸港
海女組）

令和2年
度

アイデア館と岩戸港海女
組が共同で特産品の開発
を検討する。

品数：1
品以上

R元年度に岩戸海女組が収穫した茎わかめを使用し、福部アイデア館
が「大根と茎わかめの佃煮」を商品化した。 完了

24 3(2)①
店舗の誘
致、新たな
起業の促進

エ 福部町地
域振興課

令和2年
度

仮）福部町活性化実行委
員会の立ち上げ検討を行
う。

検討会：
1回以上

新たな団体の立ち上げではなく、現在、福部未来学園の学習支援を
行っている「福部となりの学校」が、地域活性化事業の担い手とな
れないか団体と協議した。来年度から鳥取市移住定住空き家業務を
受託し、町内の空き家調査を実施する予定。

完了

25 2(2)①
店舗の誘
致、新たな
起業の促進

オ

（仮）福
部町活性
化実行委
員会

令和3年
度

多鯰ケ池駐車場や砂の美
術館、鳥取砂丘ビジター
センター前で軽トラ市を
開催する。

開催回
数：1回
以上

26 2(2)①
店舗の誘
致、新たな
起業の促進

カ 福部地域
振興会議

令和3年
度

コミュニティセンターの
跡地利用計画を策定す
る。

計画策定

27 2(2)②
店舗の誘
致、新たな
起業の促進

キ

（仮）福
部町活性
化実行委
員会

令和3年
度

支所敷地内へのコンビニ
やマーケットの誘致を検
討する。

検討回
数：1回
以上

10
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28 2(2)②
店舗の誘
致、新たな
起業の促進

ク

（仮）福
部町活性
化実行委
員会

令和3年
度

駅前地区に飲食業などの
店舗誘致を検討する。 誘致活動

29 2(1)②
福部駅によ
る鉄道利用
促進

ア 福部町地
域振興課

（市立中
央図書
館）

令和2年
度

「こんとあき」の原作者
から、福部町のまちづく
りのための作品使用許可
を得るよう準備する。

準備

「こんとあき」を福部駅の駅舎に描くことで検討を進めており、描
画することの許諾については著者の了解が得られれば可能であるこ
とが分かった。駅舎については、JRが鳥取県内の駅舎のシンプル化
を進めることとしているが、福部駅の方針は決まっていない状況。
利用者の少ない駅を活用することの妥当性や費用対効果の検討、ま
た今後、長期間にわたり塩見川の河川改修工事が実施されることや
駅舎のシンプル化も不透明であることから、事業の是非について、
今後検討を行う。

完了

30 2(2)②
福部駅によ
る鉄道利用
促進

イ 福部地域
振興会議

令和元
年度

福部駅の活性化につい
て、とっとりふるさと元
気塾と連携し事業を実施
する。また必要に応じて
JRとの意見交換を行う。

事業実
施：１事
業以上

コミュニティセンターにてとっとりふるさと元気塾主催の「ふくべ
サロン～福部の未来の夢を語る会～」を開催（R1.11.26）し、４１
人が参加。福部町内で活躍する団体、個人の５団体の活動発表や、
参加者同士で福部町の活性化についてワークショップを行った。

完了

31 2(2)①
福部駅によ
る鉄道利用
促進

ウ 福部地域
振興会議

令和2年
度

地域まちづくり事業協同
組合の設立を検討する。

検討回
数：1回
以上

地域振興会議で福部駅を活用した活性化について話し合ったが、地
域まちづくり事業協同組合の設立検討には至らなかった。

32 3(1)①
福部駅によ
る鉄道利用
促進

エ 福部地域
振興会議

（駅前自
治会）

令和3年
度

ＪＲと福部駅の活性化に
ついて事業計画を策定す
る。

事業計画
策定

33 3(1)①

 公共交通
機関の確保
とアクセス
向上

ア 福 部 町地
域振興課

（ 福 部町
総 合 福祉
セ ン
ター）
（ 交 通政
策課）

令和元
年度

らっちゃんバスと、公共
交通機関との接続向上を
検討する。

検討

運行者である鳥取市社会福祉協議会と協議を行った。朝夕は福部未
来学園の生徒、昼間は病院等への通院を行う高齢者の利用を主とし
てダイヤを組んでおり、公共交通機関との接続向上を図るためのダ
イヤ改正は困難な状況。

完了

34 3(1)①

 公共交通
機関の確保
とアクセス
向上

イ 福 部 町地
域振興課

（ 交 通政
策課）

令和2年
度

福部駅から砂丘まで観光
客を運送する方法を検討
する。

検討回
数：1回
以上

国土交通省鳥取運輸支局と事前協議を行い、情報収集を行った。
また、鳥取大学工学部に協力いただき、町内の中学生以上を対象と
した「生活交通に関するアンケート調査」を実施。
令和3年度以降に関係団体と協議しながら、町内の公共交通の方針を
検討する。

完了

35 3(1)①

 公共交通
機関の確保
とアクセス
向上

ウ 福部町地
域振興課

（ 交 通政
策課）

令和3年
度

免許返納者の対策につい
て検討する。

検討回
数：1回
以上

36 4(1)①

 公共交通
機関の確保
とアクセス
向上

エ
福部まち
づくり協
議会

令和2年
度

町内のバス停にキャラク
ター等を用いた案内板の
設置を検討する。（住民
参加型バス停上屋整備事
業）

検討

37 3(1)②

 公共交通
機関の確保
とアクセス
向上

オ
福部まち
づくり協
議会

令和3年
度

町内のバス停にキャラク
ター等を用いた案内板を
設置する。（住民参加型
バス停上屋整備事業）

設置

38 3(1)②
らっちゃん
バスの利用
促進

ア 福 部 町地
域振興課

（ 福 部町
総 合 福祉
セ ン
ター）
（ 福 部未
来 学 園Ｐ
ＴＡ）

令和元
年度

らっちゃんバスの利用促
進方法を検討する。

検討回
数：1回
以上

鳥取市とらっちゃんバスの運行者である鳥取市社会福祉協議会で、
３回意見交換を実施。朝夕は福部未来学園の生徒で満員だが、昼間
の便はほとんど利用者がない状況。鳥取市から公共交通空白地有償
運送の委託を受けて運行しており、事業の性格上、利用者を事前に
陸運局に届ける必要があるため、町外の方を乗車させることはでき
ない。町内の利用促進を図るには、路線の拡大が必要だが、以前、
日交バスと同一路線を運行したことがあるが、らっちゃんバスの運
賃の方が安価なため、日交バスからクレームを受け廃止した経緯が
ある。

完了

39 3(2)①
らっちゃん
バスの利用
促進

イ 福 部 町地
域振興課

（ 福 部町
総 合 福祉
セ ン
ター）
（ 福 部未
来 学 園Ｐ
ＴＡ）

令和2年
度

らっちゃんバス車内で作
品展を実施する。

見直回
数：1回
以上

R1.7.24～8.9の間、らっちゃんバスの車内で福部保育園の園児の絵
画展示を行った。 完了

40 4(2)②

空き家対
策、移住定
住施策の推
進

ア 福部町地
域振興課

福部まち
づくり協
議会
福部町区
長会

令和2年
度

空き家の利活用を進める
団体を模索し、団体によ
る空き家調査を実施す
る。

調査回
数：1回
以上

現在、福部未来学園の学習支援を行っている「福部となりのがっこ
う」をまちづくり協議会の下部組織化し、鳥取市移住定住空き家業
務の実施する方向で検討をしたが、まちづくり協議会の役員会で下
部組織化しないという結論に至った。来年度から「福部となりの
がっこう」が直接受託する方向で準備中。

41 4(2)①

空き家対
策、移住定
住施策の推
進

イ 福部町地
域振興課

令和2年
度

多くの移動販売車が町内
へ立ち寄れるよう誘致す
る。

誘致回
数：1回
以上

R2.11.1よりトスクが利用の少ない集落の販売を中止（15→7）。誘
致活動は未実施。
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福部町のまちづくり構想実施計画　進捗状況（Ｒ２年度末現在）

No
柱-施
策-細
施策

細施策 記
号

誰が（誰
と） （誰と） いつま

でに 何をやる 達成目標
指数 実施状況 実施

状況

42 3(2)①

空き家対
策、移住定
住施策の推
進

ウ 福部町地
域振興課

（清内谷
自治会）

令和3年
度

清内谷公民館の利活用策
について検討する。

検討回
数：1回
以上

43 3(2)①

空き家対
策、移住定
住施策の推
進

エ 福部地域
振興会議

令和3年
度

地域が主体となる空き家
対策組織の立ち上げを検
討する。

検討回
数：1回
以上

44 3(2)②

空き家対
策、移住定
住施策の推
進

オ
観光・ジ
オパーク
推進課

令和3年
度

空き家を活用して民宿村
を復活させる。 復活

45 4(1)① 救急・医療
環境の充実 ア 福部地域

振興会議
令和3年
度

救急搬送時の新インター
チェンジ設置の効果を盛
り込んだ要望を行う。

要望回
数：1回
以上

46 1(2)①
塩見川等河
川改修事業
の推進

ア 福部地域
振興会議

令和2年
度

会議に県河川整備担当課
を招き意見交換を行い事
業の推進を図る。

招聘回
数：1回
以上

第6回福部地域振興会議（R3.1.27開催）に鳥取県県土整備事務所計
画調査課を招き、塩見川河川改修事業の概要と進捗状況の説明、意
見交換を行った。

完了

47 2(2)①
塩見川等河
川改修事業
の推進

イ
福部まち
づくり協
議会

令和2年
度

塩見川下流域の耕作放棄
地の利活用策を検討す
る。

検討回
数：1回
以上

48 4(1)② 自主防災活
動の充実 ア 福部町地

域振興課

（福部町
自主防災
会連合
会）

令和元
年度

鳥取市総合防災訓練の検
討・実施 9/10実施

鳥取市総合防災訓練（R1.9.10）を福部未来学園で実施。住民、未来
学園生徒に参加してもらい、避難行動要支援者対応や初期消火、煙
体験、炊き出しなどの訓練を行った。

完了

49 4(1)② 自主防災活
動の充実 イ 福部町地

域振興課

（福部町
自主防災
会連合
会）

令和元
年度～
令和3年
度

自主防災組織の育成研修
の実施

開催回
数：1回
以上

区長会（R1.10.24開催）にて自主防災リーダー研修を実施（DVD視
聴） 完了

50 4(2)①
防災施設の
整備と防災
活動の強化

ア 危機管理
課

令和元
年度

防災無線屋外スピーカー
を町内に１７基設置す
る。

設置 福部町内に防災行政無線（デジタル式）の屋外スピーカーを１７基
設置し、令和２年２月１日から運用開始した。 完了

51 4(2)①
防災施設の
整備と防災
活動の強化

イ 福部町区
長会

令和元
年度

各集落に地域内情報伝達
設備を整備し、運用方針
を定める。

策定 支所で運用方針（案）を作成。令和元年10月24日開催の区長会で承
認を得て、令和2年2月21日から音声告知端末の運用を開始した。 完了

52 2(2)②
防災施設の
整備と防災
活動の強化

ウ 福部町地
域振興課

令和2年
度～令
和3年度

砂丘観光施設事業者等と
災害時の一時的な避難場
所としての利用について
協定を検討する。

検討回
数：1回
以上

鳥取市砂丘観光協会長と事前打ち合わせを行い、R2.7.28に鳥取市砂
丘観光協会総会で協定（案）を説明。今後、会長が会員にアンケー
ト調査を行い意向をまとめる予定。

完了

53 3(2)①
防災施設の
整備と防災
活動の強化

エ
福部町総
合福祉セ
ンター

（福部町
区長会）

令和2年
度～令
和3年度

地域の支えあい体制の強
化について、具体的な取
り組みを検討する。

検討回
数：1回
以上

令和元年度にまちづくり協議会と福部町社会福祉協議会で実施した
「福部町支えあいのまちづくりアンケート」の結果を令和２年度に
各集落に配布。その後、中自治会がサロン（集いの場）を立ち上げ
た。
今年度は、支え合いマップの作成を通じて、地域で話をする機会を
作り、課題を抽出する予定だったが、新型コロナウィルスの影響で
実施できなかった。岩戸地区のみ支えあいマップを完成した。
※実施は出来なかったが、取り組みの検討は行ったため、完了とす
る。

完了

54 4(2)①
通学路の防
犯対策の充
実

ア
福部まち
づくり協
議会

（福部町
区長会）

令和元
年度

集落間の通学路に3カ年計
画で防犯灯を設置（４２
基）する。

設置
４２基設置完了。１基については令和2年度に設置予定。令和元年度
に４０基設置。令和2年度に残る３基について見直しを行い、２基に
変更（全部で４２基）。令和2年度に２基設置し事業完了した。

完了
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